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I はじめに

平成 18年度の厚生労働省の国民健康・栄

養調査では、全国の 20歳以上の喫煙率は、

男性 39.9%、女性 10.0%である。男女とも喫煙

率は減少しているが 20~ 30歳代の女性の喫
煙率は増加傾向にある。また、健康おおさか

21の平成 17年度における喫煙実態調査では、

20歳代の女性の喫煙率は次第に上昇している。

大井田らが行った全国規模での妊娠中の喫煙

率の調査では、平成 14年 10.0%から平成 18

年 7.5%と減少していると報告されている。また、

健やか親子 21では、「育児中の家庭での喫煙

をなくす」が項目としてあげられ、国の施策とし

て妊産婦及び同居家族の禁煙の重要性が示さ

れた。

管内において八尾市の妊産婦の喫煙率は、

平成 13年子育てアンケート調査では、妊娠中

7.0%、出産後 20.0%であった。柏原市では、

平成 18年生まれの乳児を持つ母親の 4か月児

健診でのパーソナルカードから喫煙率は 12.0%

であった。

また平成 17年度の八尾市の低体重児出生率

は9.7%、柏原市は 10.0%で大阪府の 9.9%に

比べ高い状況にある。女性の喫煙は、自身の

健康を害するほか、流産・早産の原因や新生

児の発育に影響を与えることが明らかであり女性

の禁煙対策は重要であるが、低体重児の母親

の喫煙状況、妊産婦の喫煙状況が十分把握

できてない。

本研究の目的は、次世代の子どもの喫煙行動

への影響からも妊産婦及び同居家族における

喫煙の実態を明らかにし、妊産婦及び同居家

族に対する禁煙支援のあり方を検討することで

ある。

II 方法

対象：管内在住の平成 19年 1月~12月生ま

れの乳児（八尾市 2,289人・柏原市 637人の

計2,926人）の母親

方法：平成 19年 5月～平成 20年 4月を調査

期間として4か月児健康診査案内と同時にアン

ケートを同封し、 4か月児健康診査時に回収し

た。

調査内容：母親の年齢、初産・経産婦、児の

出生体重・身長、妊娠中の喫煙状況、現在の

喫煙状況、禁煙希望、同居家族の喫煙者の

有無、同居家族の喫煙者、同居家族の喫煙

場所、同居家族の禁煙希望の項目

分析：年齢別等の妊娠中と現在の喫煙状況等

の比較及び妊産婦の喫煙状況別の同居家族

の喫煙状況等の比較をX2検定で行った。解

析には、統計パッケージ SPSSVer.11を用いた。

倫理的配慮：無記名としてアンケートの文頭に、

研究の趣旨及び目的以外に使用しないことを明

記した。

m結果
1八尾市の分析結果

2,289人の母親を対象に実施して 1,293人より

回答が得られた。（回収率は 56.5%)有効回答

者数 1,221(有効回答率 94.4%)であった。回

答者のうち 30~ 34歳は42.0%と最も多かった。
経産婦は 54.0%であった。児の体重が 2,500

g以上は 91.7%であった。妊娠中に喫煙してい

た者は 6.7%で、現在喫煙している者は 9.0%で

あった。夫が喫煙すると答えた者は50.8%であっ
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た。同居家族の喫煙場所が家の中と答えた者

は65.3%であった。喫煙する同居家族に禁煙

してほしいと思わない・わからないと答えた者は

28.5%であった。

1)喫煙状況

30歳以上は4.8%、29歳以下は 10.3%であり、

30歳以上に比べ29歳以下の方が有意に妊娠

中吸っていた者の群の占める割合が多かった。

出産経験と妊娠中及び現在の喫煙状況との間

に有意な差はみられなかった。

妊娠中吸っていたがやめた• 以前から吸って

いないもの群に比べ吸っていた者群の方が有

意に現在吸っている者群の占める割合が多かっ

た。（表 1)

表 1基本属性別にみた喫煙状況

妊蠣中 瑣在

項目 鴫っていたがやめた
鴫っていト

P● "っていたがやめた P● 
＿ 嘔っている
以欝から＂っていない 以＂から職っていない

年齢 29●以下 43(10.3) 375(89.1> 59(I』.3) ""  "1) 0.000 0000 
38(48) 749 (952) 48(61) 734("" 30●以上

出震縫験 初重嶋 32('・" 524 ("・"  46 (83)  ""  91 1) 0215 0492 
繕量II '9( 76) &OOC 92.0 

'"'・"  "'(00.5) 
注）敷字（）：薮字は人敷、（）内は％を表す

2) 禁煙希望状況

年齢と禁煙希望との間に有意な差はみられな

かったが、 29歳以下のでは 65.2%、30歳以上

は62.3%に禁煙希望があった。

出産経験と禁煙希望との間に有意な差はみら

れなかった。（表 2)

表 2基本属性別にみた禁煙希望

項目
禁煙したい 禁煙するつもりはない

P値
禁煙したいができない

年齢 29歳以下 43 C 65.2 ) 

30歳以上 33 C 62.3 ) 

出産経験初産婦 34 ( 72.3 ) 

経産婦 42 C 58.3 ) 

注）数~():数字は人数、（）内は％を表す

3)同居家族（夫）の喫煙状況

わからない

23 (34.8) 
0.745 

20 (37.7) 

13 (27.7) 

30 (41.7) 
0.120 

妊娠中吸っていたがやめた• 以前から吸って

ない者群に比べ吸っていた者群の方が有意に

夫が吸うのを占める割合が多かった。（表 3)

表 3喫煙状況別こみだ甜吾家族咲）の契煙状況
項目 吸う 吸わない P● 

妊蠣中 吸つていた 63 ( 788) 17 ( 21.3) 
吸っていたがやめた

543 C 484) 579 ( 516) 0.000 
以前から畷っていない

環在 吸っている 86 ( 811) 20 ( 18.9) 
吸っていたがやめた

510 ( 47) 575 ( 53) 0000 
以前から吸っていない

注）数字（）：数字は人数、（）内は％を表す

4)同居家族の喫煙場所

吸っていたがやめた• 以前から吸ってない者

群に比べ現在吸っている者群の方が有意に同

居家族の喫煙場所が家の中の占める割合が多

かった。（表 4)

表 4現在の喫煙状況別にみた同居家族の喫煙場所
項目 家の外だけ 家の中 P値
吸っている 9 ( 9.8 ) 83 ( 90.2 ) 

吸っていたがやめた
203 (39.1) 316 (60.9) 

0.000 

以前から吸っていない

注）数字（）：数字は人数、（）内は％を表す

注）家の中：家の中と外を表す

5)同居家族への禁煙希望

30歳以上に比べ 29歳以下の方が有意に同

居家族に禁煙してほしいとは思わない・わから

ない者群の占める割合が多かった。（表 5)

表 5基本属性別こみt.::!'a涅家族への禁煙希望
項目 素燿してほしい

年齢 29朧以下 154 ( 62.3 ) 

30鐵以上 292 ( 77.5 ) 

出崖経験 初慶蝿 197 ( 72.7) 

経崖蝿 249 ( 70.5 ) 

注）数字（）：数字は人数、（）内は％を表す

6)児の体重

禦爆してほしいとは息わない

わからない

93 (37.7) 

85 (22.5) 

74 (27.3) 

104 (29.5) 

P値

0.000 

0.554 

妊娠中吸っていたがやめた• 以前から吸って

ない者群に比べ吸っていた者群の方が有意に

児の体重が 2,499g以下の占める割合が多かっ

た。

同居家族の喫煙状況と児の体重との間に有

意な差はみられなかった。（表 6)

表 6妊娠中の喫煙状況別にみた児の体重
項目 2499c以下 2soo, 以上 P値

妊蝙中 吸っていた 13 ( 16) 68 ( 84) 
吸っていたがやめた

88 (7.8) 1036 (92.2) 
以前から吸っていない

注）数字（）：数字は人数、（）内は％を表す

2 柏原市の分析結果

0.010 

637人の母親を対象に実施して 578人より回

答が得られた。（回収率は 90.7%)有効回答者

数 575(有効回答率 99.5%)であった。回答者

のうち 30~ 34歳は 39.1%と最も多かった。経
産婦は 52.7%であった。児の体重が 2,500g 

以上は 91.7%であった。妊娠中に喫煙していた

者は 7.0%で、現在喫煙している者は 11.5%で

あった。夫が喫煙すると答えた者は50.4%であっ

た。同居家族の喫煙場所が家の中と答えた者

は65.9%であった。喫煙する同居家族に禁煙

してほしいと思わない・わからないと答えた者は

32.9%であった。

1)喫煙状況

年齢と妊娠中の喫煙状況との間に有意な差

はみられなかった。 30歳以上は 7.3%、29歳
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以下は 17.8%であり、 30歳以上に比べ29歳以

下の方が有意に現在吸っている者群の占める

割合が多かった。

初産婦に比べ経産婦の方が、妊娠中及び現

在吸っている者群の占める割合が多かった。（表

7) 

表7基本属性別にみた喫煙状況
妊纏中 襲在

項• ●っていたがやめた P● ●っていたがやめた P● 
・っていた ●っている以胃から●つていない 以冑から●っていない

""  "●以下 20(88) 206("" 40("" ""'"' '"'0000  
30●以上 ） 9< 57l 3)5( '"' ,., 73) 307( ""  

出重鰻験 ●●嶋 ）） ( "'  257( 959) 

"" 
,,, 72) ""  ""  

'"' 縁●嶋 28("'"" 900 "''"'""  ,.., 
注）徴字（）：戴字は人戴．（）内は％を覆す

2)禁煙希望状況

年齢と禁煙希望との間に有意な差はみられな

かったが、 29歳以下のでは 77.1%、30歳以上

は52.4%に禁煙希望があった。

出産経験と禁煙希望との間に有意な差はみら

れなかった。（表 8)

表8基本属性別にみた禁煙希望

項目
養燿したい 養煙するつもりはない

P値
禁煙したいができない わからない

年齢 29朧以下 27 (771) 8 (22.9) 
0078 

30鐵以上 11 (52  4 l 10 (47  6 l 

出産経験 初産婦 11 (73.3) 4 (26、7)
0.751 

経塵婦 27 (65  9)  14 (341 l 

注）数字（）：数字は人数、（）内は％を表す

3) 同居家族（夫）の喫煙状況

吸っていたがやめた• 以前から吸ってない者

群に比べ吸っていた者群・吸っている者群の方

が妊娠中及び現在、有意に夫が吸う者の占め

る割合が多かった。（表 9)

表 9 喫煙状況月にみ杞司居家族~)の契煙状況
項目 殿う 順わない P纏

妊蠣中 吸っていた 29 (74.4) 10 (25.6) 
llっていたがやめた 246 ( 47 2) 275 (52.8) 0.001 
以前から吸っていない

親在 0っている 52 (81 3)  12 ( 18.8) 
吸っていたがやめた 219 (44.5) 273 (55.5) 0.000 
以前から吸っていない

注）薮字（）：数字は人数` （）内は％を表す

4)同居家族の喫煙場所

吸っていたがやめた• 以前から吸ってない者

群に比べ現在吸っている者群の方が有意に同

居家族の喫煙場所が家の中の占める割合が多

かった。

表10現在の契煙状況別こみ赳司吾家族の契煙場所
項目 家の外だけ

吸っている 2 ( 3.8) 

吸っていたがやめた

以前から吸っていない
90 (41.3) 

注）数字（）：数字は人数、（）内は％を表す

注）家の中：家の中と外を表す

5)同居家族への禁煙希望

家の中

50 (96.2) 

128 (58.7 l 

P値

0.000 

禁煙するつもりはない者群に比べ禁煙したい・

禁煙したいができない者群の方が有意に同居

家族に禁煙してほしい者群の占める割合が多

かった。

年齢及び出産経験と同居家族への禁煙希望の

間に有意な差はみられなかった。（表 11)

表11 基本属性別にみた同居家族への禁煙希望

項目 繋燿してほしい
禦燿してほしいとは息わない

P● 
わからない

年11 29童以下 90 ( 638) 51 ( 36.2) 
0.261 

30朧以上 104 (70.3) 44 ( 29.J) 

出塵経験 初崖蝿 100 (71.4) 40 ( 28.6) 
0135 

経産揚 94 ( 631) 55 ( 36 9)  

注）数字（）：数字は人数、（）内は％を表す

6)児の体重

妊娠中の喫煙状況と児の体重との間に有意な

差はみられなかった。同居家族（夫）の喫煙

状況、同居家族の喫煙場所と児の体重との間

にも有意な差はみられなかった。（表 12)

表12基本属性別にみた同居家族への禁煙希望

項目 禦燿してほしい
禦爆してほしいとは息わない

P値
わからない

年11 29朧以下 90 ( 638 l 
544 1 ((3269 . .7 2)  l 0.261 

30朧以上 104 (70.3) 

出産経験 初産揚 100 (71 4)  40 (28.6) 0.135 
経崖鳩 94 (631) 55 (369) 

注）数字（）：数字は人数、（）内は％を表す

w まとめ
八尾保健所管内における 4か月児健診の対

象者の母親に対して、妊産婦及びその同居家

族における喫煙の実態を明らかにするために、

八尾市、柏原市別に女性の喫煙状況アンケー

トを分析した。その結果、下記のことが明らかに

なった。

1 八尾市

1)29歳以下の方が 30歳以上に比べ、①妊娠

中の喫煙者、②現在喫煙者、③同居家族の

禁煙関心度が低い者の占める割合が有意に多

かった。

2)妊娠中吸っていた者の方が、吸っていたがや

めた• 以前から吸ってない者に比べ、①現在喫

煙者、②同居家族（夫）が吸う、③同居家族

の禁煙関心度が低い、④児の体重が 2499g以

下の占める割合が有意に多かった。

3)現在喫煙中の者の方が、吸っていたがやめた・

以前から吸ってない者に比べ、①同居家族（夫）

が吸う、②同居家族の喫煙場所が家の中、③

同居家族の禁煙関心度が低い者の占める割合

が有意に多かった。

喫煙者の60%以上の者が、禁煙希望者であ

ることが分かった。妊娠中の喫煙者が現在も喫
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煙者である割合が高いことからも、妊娠初期か

ら禁煙希望者を把握し、その方たちに対して、

妊娠・出産・育児の場面を通して継続した禁

煙支援を行うことが必要である。また、喫煙者

の同居家族の喫煙率が高いことから、本人だ

けではなく、同居家族特に夫を含めた禁煙支

援をしていくことが重要である。

2 柏原市

1)経産婦の方が初産婦に比べ、①妊娠中吸っ

ていた者、②現在吸っている者の割合が有意

に多かった。

2)妊娠中吸っていた者の方が吸っていたがやめ

た• 以前から吸っていない者に比べ①現在吸っ

ている者、②同居家族（夫）が吸う者、③同居

家族に禁煙して欲しいとは思わない・わからな

い者の占める割合が有意に多かった。

3)現在吸っている者の方が吸っていたがやめ

た• 以前から吸っていない者に比べ①同居家

族（夫）が吸う者、②同居家族の喫煙場所が

家の中の者、③同居家族に禁煙して欲しいとは

思わない・分からない者の占める割合が有意

に多かった。

経産婦の喫煙率が裔いことから、初産婦だけ

でなく経産婦にも出産育児の場面を通して継続

支援する必要があると考えられる。妊娠中・現

在の喫煙者の同居家族には喫煙者が多いこと

から、母親が禁煙する機会を逃してしまうことも

考えられる。これからも継続した禁煙指導がで

きるよう、母親のみならず家族も含めた禁煙サ

ポートに取り組んでいく必要があると考えられる。

これらの結果から、八尾市は 29歳以下の若

い妊婦を中心に、柏原市は初産婦だけでなく

経産婦を中心に妊娠・出産・育児の場面を通

して継続支援する必要があり、同居家族特に夫

を含めた禁煙支援が重要である。

2市の実態が異なることが明らかとなったことか

ら、一様ではなくそれぞれに応じた対策が必要

と思われる。

最後に事業により得られた成果の今後の活

用・提供については下記のとおりである。

八尾保健所

•平成 20 年度禁煙指導者講習会での報告（八

尾市と共催）

・健康展等での一般住民への結果報告（八尾

市・柏原市と共催）

・大阪府保健所・関係機関等への報告書の配

布

•第 67 回日本公衆衛生学会での発表（柏原市・

大阪府立大学と 3報）

八尾市

・両親教室・乳幼児健診時のポスター掲示

・両親教室における健康教育内容の再検討

・両親教室・乳幼児健診時に配布している禁

煙パンフレットの内容の再検討

・妊娠届けに妊婦の喫煙状況把握欄・禁煙支

援希望者把握欄の作成、及び妊婦に対する禁

煙支援体制の整備

柏原市

・女性の健康づくり講座における健康教育（幼

稚園児の保護者対象）

・両親教室・妊娠届出時に配布している禁煙

パンフレットの内容の再検討

・乳児早期訪問、乳幼児健診健診時に禁煙パ

ンフレットの配布

・両親教室・乳幼児健診時のポスター掲示
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